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がん診療における遺伝子解析

がんの個性を知る
がん細胞を取り出し
遺伝子異常を知る

がんのもつ遺伝子異常
を検査する

個人の体質を知る
血液、毛髪、唾液などから

遺伝子異常を知る

正常な細胞の遺伝子
を検査する

・体細胞遺伝子検査
・がん細胞の中だけの変化

“遺伝”しない

・生殖細胞系列遺伝子検査
・全身の細胞で変化が起きて
体質を規定する
“遺伝”しうる
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がんのもつ遺伝子異常とは

遺伝子異常 がん細胞正常細胞

＊ 遺伝子異常は、がん細胞の中だけの変化
＊“遺伝”するわけではない。
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遺伝子異常には複数の種類がある

遺伝子異常
正常細胞

A遺伝子異常

B遺伝子異常

C遺伝子異常
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遺伝子異常
正常細胞

A遺伝子異常

B遺伝子異常

C遺伝子異常

遺伝子異常ごとの治療選択

薬剤A

薬剤B

薬剤なし
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遺伝子異常には複数の種類がある

遺伝子異常
正常細胞

例: 肺がん EGFR遺伝子異常

ALK遺伝子異常

RET遺伝子異常
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遺伝子異常
正常細胞

EGFR遺伝子異常

ALK遺伝子異常

RET遺伝子異常

EGFR阻害薬

ALK阻害薬

RET阻害薬

例: 肺がん

遺伝子異常ごとの治療選択
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EGFR遺伝子異常のある肺がんへの
EGFR阻害薬での治療例

Lynch TJ et al. N Engl J Med 2004;350:2129-2139.

遺伝子異常に対する薬剤は治療効果が高い
⇒適切な治療のためには、正しい遺伝子診断が大切

治療前 治療後
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がんがもつ遺伝子異常を調べる方法

今までの検査法：

遺伝子Aの検査

薬剤 A

一度に調べられるのは一つの遺伝子

異常なし

複数の遺伝子を検査するには
とても時間がかかった。

薬剤 B

2週間

遺伝子Bの検査 ……
遺伝子異常あり

2週間
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次世代シークエンサーとは

従来のシークエンサー

遺伝子A

一度に解析できる範囲

遺伝子A

遺伝子B

次世代シークエンサー

・
・
・
・

一度に解析できる
遺伝子の長さ

約 1 kb

数百 kb ～ 3Gb

・
・
・
・

遺伝子Z

一度に多数の遺伝子のあらゆる場所を解析できる

数百～数百万倍
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網羅的な遺伝子診断とは

ヒト全遺伝子

約25,000 遺伝子

がん関連遺伝子

約500 遺伝子

治療法選択にかかわる遺伝子

約100 遺伝子

これら約100遺伝子の異常を一回で網羅的に調べられ
る検査キットをがんセンターオリジナルで開発。
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がんがもつ遺伝子異常を調べる方法

利点：
・複数遺伝子の検査にかかる時間が短縮される。
・多くの遺伝子異常を知ることにより適切な治療を選択できる。

2週間

遺伝子 A

・
・
・
・

遺伝子 Z

遺伝子異常あり

次世代シークエンサーによる、
約100遺伝子の検査 (当研究所で開発した検査キット使用)

薬剤A

薬剤Z

・
・
・
・
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まとめ

・がん細胞のもつ遺伝子異常は親から子へ遺伝するもので
はない。

・次世代シークエンサーによって、一度に複数の遺伝子異
常を調べることが可能になった。

・がん細胞のもつ遺伝子異常を知ることで、遺伝子異常に
基づき、より効果の高い治療薬を選択することができる。

患者さんの遺伝子異常に基づく患者さんごとの治療
（個別化治療の実現）
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